
天
智
天
皇
ご
即
位
一
三
五
〇
年

ま
も
な
く
平
成
の
御
代
も
三
十
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
夏
の
天
皇
陛
下
の
お

言
葉
を
、
国
民
は
驚
愕
の
念
を
抱
き
な
が
ら
も
真
摯
な
気
持
ち
で
受
け
止
め
、

あ
と
一
年
あ
ま
り
で
ご
譲
位
の
運
び
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
末
永
く

君
民
一
体
の
紐
帯
を
守
り
、
日
本
と
世
界
の
平
和
と
発
展
の
た
め
に
国
民
と
も

ど
も
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

天
智
天
皇
は
そ
の
六
年
（
西
暦
六
六
七
年
）
三
月
に
大
津
宮
に
遷
都
さ
れ
、

翌
年
（
六
六
八
年
）
の
一
月
三
日
、
正
式
に
即
位
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

斉
明
天
皇
崩
御
の
の
ち
、
皇
太
子
と
し
て
、
実
質
的
に
天
皇
と
変
わ
ら
ぬ
御
立

場
で
政
務
を
執
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
称
制
と
い
い
、
通
常
『
日
本
書

紀
』
の
記
述
に
従
っ
て
称
制
期
間
を
含
め
て
在
位
年
の
表
記
を
し
ま
す
が
、
正

式
な
ご
即
位
か
ら
数
え
る
と
、
大
津
京
遷
都
一
三
五
〇
年
の
本
年
の
翌
年
、
平

成
三
十
年
は
天
智
天
皇
ご
即
位
一
三
五
〇
年
と
な
り
ま
す
。

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
画
伯
の
絵
画
奉
納
と
絵
画
展

か
ね
て
か
ら
日
本
神
話

を
題
材
に
し
た
油
彩
画
を

描
き
、
各
地
の
神
社
に
も

奉
納
し
て
い
る
、
マ
ー
ク

エ
ス
テ
ル
さ
ん
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
人
の
画
家
が
い
ま

す
。
同
氏
は
一
九
四
三
年

パ
リ
に
生
ま
れ
た
方
で
す

が
、
一
九
七
〇
年
大
阪
万

国
博
の
際
に
来
日
し
、
清

水
寺
の
水
墨
画
に
感
銘
を
受

け
、
そ
れ
以
降
画
家
と
し
て

活
動
を
始
め
た
と
の
こ
と
で
、

東
洋
画
と
西
洋
画
を
融
合
さ

せ
た
独
自
の
技
法
に
よ
っ
て

多
く
の
作
品
を
描
き
、
平
成

八
年
以
降
、
伊
勢
神
宮
に
始

ま
っ
て
各
地
の
神
社
一
七
〇

社
に
、
日
本
の
神
々
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た

絵
画
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

同
氏
の
画
集
『
日
本
神
話
』

は
、
神
話
の
内
容
を
題
材
と

し
た
作
品
二
百
点
以
上
を
収

め
、
二
〇
〇
六
年
、
日
本
語

・
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど

七
カ
国
語
で
翻
訳
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
向
き
の
日
本
神
話
の
絵
本
全
十
一
巻
も
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
氏
よ
り
二
十
号
油
彩
画
「
水
海
（
お
う
み
）
大

津
宮
に
て
平
和
を
願
う
天
智
天
皇
」
と
い
う
新
作
作
品
を
奉
納
い
た
だ
き
ま
し

た
。
十
一
月
七
日
の
御
鎮
座
記
念
祭
で
奉
献
の
儀
が
行
わ
れ
、
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
絵
の
主
題
も
ち
ょ
う
ど
大
津
京
一
三
五
〇
年
の
御
鎮
座
記
念
祭
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
い
え
ま
す
。
あ
わ
せ
て
そ
の
前
後
八
日
間
に
わ
た
り
、
マ
ー
ク
エ

ス
テ
ル
世
界
展
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
作
品
展
「
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
の

世
界
展
～
花
と
日
本
神
話
」
が
近
江
神
宮
時
計
館
宝
物
館
企
画
展
示
室
で
開
催

さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
の
方
々
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講
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国
宝
展
と
大
津
京
展

既
に
終
っ
た
展
示
で
す
が
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
京
都
国
立
博
物
館

で
『
国
宝
展
』
が
開
催
さ

れ
、
近
江
神
宮
所
蔵
の
国

宝
「
崇
福
寺
塔
心
礎
納
置

品
」
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

天
智
天
皇
奉
祀
神
宮
御
創

建
活
動
と
並
行
し
て
進
め

ら
れ
た
大
津
京
関
連
遺
跡

発
掘
調
査
の
一
環
で
、
昭

和
十
四
年
に
崇
福
寺
の
塔

跡
の
心
礎
の
穴
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
仏
舎
利
に
見
立
て
た
水
晶
粒
を
入
れ
た
緑
色
の
小
さ
な

ガ
ラ
ス
の
壼
が
金
・
銀
・
金
銅
の
容
器
に
三
重
の
入
れ
子
の
状
態
で
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
時
に
発
見
さ
れ
た
銀
製
の
コ
イ
ン
「
無
文
銀
銭
」
は
和
同
開
珎

や
富
本
銭
に
先
行
す
る
日
本
最
古
の
貨
幣
で
す
。
崇
福
寺
は
天
智
天
皇
の
勅
願

に
よ
り
、
西
暦
六
六
八
年
大
津
宮
の
北
西
、
滋
賀
里
山
中
に
創
建
さ
れ
た
廃
絶

寺
院
で
、
来
年
は
崇
福
寺
創
建
か
ら
一
三
五
〇
年
と
な
り
ま
す
。

同
じ
く
十
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
大
津
市
歴
史

博
物
館
で
は
、
大
津
京
遷

都
一
三
五
〇
年
記
念
企
画

展
と
し
て
「
大
津
の
都
と

白
鳳
寺
院
」
と
題
す
る
企

画
展
が
開
催
さ
れ
、
大
津

京
関
連
遺
跡
の
出
土
品
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

時
計
学
校
講
師
「
お
う
み
の
名
工
」
に
認
定

近
江
神
宮
内
に
あ
る
近
江
時
計
眼
鏡
宝
飾
専
門
学
校
の
染
矢
泰
輔
講
師
が
、

時
計
修
理
技
術
者
・
時
計
博
物
館
の
時
計
保
守
管
理
者
と
し
て
、
本
年
度
の
滋

賀
県
技
能
者
表
彰
「
お
う
み
の
名
工
」
に
認
定
さ
れ
、
過
日
表
彰
式
・
認
定
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
染
矢
講
師
は
本
年
三
十
二
歳
で
、
「
お
う
み
の
名
工
」
と

し
て
は
最
若
年
の
認
定
と
の
こ
と
。
七
年
前
の
平
成
二
十
二
年
に
は
、
お
う
み

の
名
工
の
前
段
階
と
も
い
え
る
若
手
技
能
者
表
彰
制
度
の
「
お
う
み
若
者
マ
イ

ス
タ
ー
」
と
し
て
も
認
定
・
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
の
技
能
五

輪
全
国
大
会
時
計
修
理
部
門
で
、
同
学
校
の
学
生
が
二
位
・
銀
メ
ダ
ル
受
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
滋
賀
県
選
手
団
唯
一
の
銀
メ
ダ
ル
受
賞
で
す
。

年
末
年
始
の
祭
典
等

十
二
月
十
三
日
午
前
九
時

門
松
立
て

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時

煤
払
祭

十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

天
長
節
祭

十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時

年
越
大
祓
式
（
続
い
て
）
除
夜
祭

一
月
一
日
午
前
〇
時

歳
旦
祭
（
さ
い
た
ん
さ
い)

一
月
一
日
午
前
七
時
二
分

初
日
の
出
遥
拝
式

一
月
二
日
午
前
八
時
三
十
分

日
供
始
祭
（
に
っ
く
は
じ
め
さ
い
）

一
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分

元
始
祭
（
げ
ん
し
さ
い
）

一
月
六
日
午
前
十
時

か
る
た
名
人
位
ク
イ
ー
ン
位
決
定
戦

一
月
七
日
午
前
九
時

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

一
月
七
日
午
前
九
時

か
る
た
祭
・
高
松
宮
記
念
杯
全
国
競
技
か
る
た
大
会

一
月
十
日
午
前
八
時
三
十
分

天
智
天
皇
祭
（
天
智
天
皇
の
ご
命
日
）

一
月
十
五
日
午
前
十
時

古
神
札
焼
納
祭

二
月
三
日
午
前
十
時

節
分
祭

二
月
十
一
日
午
前
十
時

紀
元
節
祭

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
u
m
i
j
i
n
g
u
.
o
r
g
/

「
日
供
神
饌
講
」
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崇福寺舎利容器と無文銀銭


